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編集

北村 　諭　自治医科大学名誉教授内科学
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見本頁

第1章 内科概論
第2章 循環器疾患
第3章 腎疾患，水電解質代謝
第4章 呼吸器疾患
第5章 消化管疾患
第6章 肝・胆・膵疾患
第7章 血液・造血器疾患
第8章 代謝性疾患
第9章 内分泌疾患
第10章 感染症，寄生虫疾患
第11章 中毒性疾患
第12章 神経疾患
第13章 膠原病

第1部 内科学総論

第1章 循環器疾患
第2章 腎臓・泌尿器疾患
第3章 呼吸器疾患
第4章 消化管疾患
第5章 肝・胆・膵疾患
第6章 代謝性疾患
第7章 内分泌疾患
第8章 感染症，寄生虫疾患
第9章 自己免疫疾患（膠原病）
第10章 血液疾患
第11章 神経疾患
第12章 中毒性疾患

第2部 内科学各論

◉A5判　396頁　定価（本体3,800円＋税）
　ISBN978-4-498-07696-9

学習の土台となる
内科学の基礎知識をまとめた座右の書
本書は著者がコメディカルの教育に携わった経験をもとにこれらの学
生・卒業者のために必要にして十分な内科学の知識を箇条書きと図表
を中心にコンパクトにまとめたものである．随所に「メモ」を挿入し
て知識を補強するとともに最新の知識も紹介している．コメディカル
スタッフの教育が重視され，多くの大学・学校が
発足している折，教育の現場で活用できる最適の
テキストである． 2020年春

改訂7版刊行！

豊富な写真でわかりやすい

随所にポイントがあり，知識を増強できる

目次（仮）

2020年春
改訂7版刊行！

見本頁

医学とは何か？
この一冊で『医学』を展望する
本書はコメディカルの方々にとって必要にして十分な医学についての知
識を分かり易く簡潔に解説した入門書である．医学とは何か，その歴史
と現況について，人体の構造と機能，主要症状とその原因，主な疾患の
解説とその対応法，医療に関わる各種制度・法律，保健医療対策，疾病
状況，医療従事者，介護保険等についてを図や表を
盛り込んで平易に述べている．医療系の仕事に進
もうとされる方々にとって必須のテキストである．

第1章 医学の定義とその使命

第2章 医学の歴史

第3章 近代医学の発展と医の倫理

第4章 人体の構造と機能

第5章 臨床医学総論
主要症状からその原因を探る

第6章 臨床医学各論
主要な疾患とその対応

第7章 人口統計と疾病の変化

第8章 健康状態と受療状況

第9章 医療保障制度

第10章 医療関係の職種と現状

第11章 医療施設の種類と現状

第12章 保健医療対策

第13章 医師法・薬事法・衛生法規 図表を盛り込んで内容を平易に
述べており理解しやすい

コメディカルの方々に必要十分な知識をコンパクトに解説

編集

北村 　諭　自治医科大学名誉教授医学概論 改訂7版

◉A5判　192頁　定価（本体2,400円＋税）
　ISBN978-4-498-07918-2

7



5版

 1 胎芽・胎児期
 2 新生児期
 3 乳児期
 4 幼児期
 5 学童期
 6 青年期
 7 成人期
 8 高齢期

 1 発達検査・測定を行う意義
 2 発達測定尺度

 1 粗大運動
 2 姿勢調整, 移動運動
 3 眼と手の機能と発達
 4 聴覚・言語の機能と発達
 5 心理・社会的（対人関係）機能の
  発達と環境操作の関係

応じた
機能別発達

◉A5判　276頁　定価（本体2,600円＋税）
　ISBN978-4-498-07692-1

長野保健医療大学教授

遺伝と環境， 研究および治療の展望



◉A5判　330頁　定価（本体3,900円＋税）
　ISBN978-4-498-07656-3

編集

細川 　武 原　 元彦
埼玉県社会福祉事業団 埼玉県立大学教授
嵐山郷センター長

生理学

目次

コメディカルのために必要な生理学の知識をまとめたテキ
スト．臨床の場では，患者の訴え，症状など限られた情報
からその患者に起こっている機能変化を理解し対処するこ
とになるが，そのためには人体機能の基礎，すなわち生理
学の理解が必須である．機能ごとに図を多用して明快に解
説した．

神経内科学総論，神経学的診察法，意識障害・記憶障
害・高次脳機能障害・運動障害・不随意運動・筋萎
縮・感覚障害・言語障害などの神経症候学，神経学的
補助検査法の概略，さらに神経内科領域の代表的な疾
患，リハビリテーションまでを明快に解説してある．

◉A5判　376頁　定価（本体4,200円＋税）　
　ISBN978-4-498-07623-5

解剖学教育・研究歴が20年以上の専門家がその豊かな
経験をもとに懇切に執筆した．項目立てを細かく多用
し，文章はできるだけ短く簡潔にして読みやすくし，
ポイントが容易につかめるよう工夫をこらした．さら
に多数の図のなかから理解しやすい図を厳選して掲載
し，学習の便宜を図っている．

◉A5判　404頁　定価（本体4,600円＋税）
ISBN978-4-498-07690-7

解剖学
編集

神経内科学
編集

黒澤美枝子 長谷川　薫
国際医療福祉大学教授 国際医療福祉大学教授

3版

2版 3版

1　神経
2　筋
3　運動

五味敏昭 　　岸　清
東京有明医療大学特任教授 東邦大学名誉教授　

地域保健，医療制度，疫学，統計資料の活用，生活習慣
病の疫学，母子保健，学校保健，老人保健，精神保健，
感染症対策，食品保健，産業保健，社会保障など多岐に
わたる公衆衛生学を明快に解説した．疫学をふまえた考
え方を身につけ，最新の知識を得ることができる．

◉A5判　302頁　定価（本体3,600円＋税）
　ISBN978-4-498-07672-3

臨床心理学の基礎，パーソナリティ理論，心理アセス
メントのためのさまざまな手法，臨床心理学的対処
法，ライフサイクルと心理臨床活動，いろいろな分
野・場面における心理臨床，臨床心理士の活動分野な
どにわたって，必要十分な知識が身につくように解説
した．
◉A5判　163頁　定価（本体2,400円＋税）
　ISBN978-4-498-07626-6

公衆衛生学
編集 柳川　洋 萱場一則

自治医科大学名誉教授・ 埼玉県立大学
埼玉県立大学名誉教授 保健医療福祉学部教授

臨床心理学
編集 名嘉幸一

琉球大学名誉教授　

3版

骨，関節，筋，神経など運動のメカニズム，上肢，肘，
腰椎，胸郭の部位別運動学，さらに姿勢，歩行，スポー
ツまで，臨床に直結する実践的な知識を図表を盛り込み
わかりやすくまとめた．リハビリテーションの根幹を支
える運動学のポイントを整理できるテキスト．

◉A5判　189頁　定価（本体2,600円＋税）
　ISBN978-4-498-07616-7

運動学
編集 丸山仁司

国際医療福祉大学教授

小児の成長と発達，栄養，小児保健の順に，小児の特
徴を小児科学の視点から記述したのち，系統別臓器別
に小児疾患学を解説した．
日常の保健医療福祉の業務上必要とされる基礎的知識
を解説した．

◉A5判　330頁　定価（本体3,600円＋税）
　ISBN978-4-498-07614-3

小児科学
編集 外間登美子

琉球大学教授　



【取扱店】

患者の診断，重症度，治療の選択などに関してコメディカ
ルが主体性をもって病状を把握し，医療業務に専念できる
よう，診断の手順，病歴や現症の取り方，症候ごとの疾患
の鑑別ポイントなどを，豊富な図表を用いてわかりやすく
解説した．
◉A5判　131頁　定価（本体2,200円＋税）
　ISBN978-4-498-07628-0

診断学概論 著
北村　諭
自治医科大学名誉教授　

細胞・組織の傷害と修復，代謝異常，循環障害，炎症・感染
症，免疫，放射線障害，老化，先天異常，腫瘍などの総論
と，系統別の各論に分けて必要十分な知識を簡潔にまとめ
た．病理所見をイラストで数多く掲載して学習の便宜を図っ
ている．
◉A5判　350頁　定価（本体4,800円＋税）
　ISBN978-4-498-07606-8

病理学 編集 神山隆一
東京医科歯科大学名誉教授
国際医療福祉大学教授

著 松村讓兒　杏林大学教授

◉B5判　768頁　定価（本体7,600円＋税）
　ISBN978-4-498-00043-8

好評　改訂9版　

イラスト解剖学
● 著者独自のイラストと解説を読み進めて

いくうちに，暗記に頼らずとも必要な知
識をいつの間にか身につけることのでき
る画期的な教科書．

● 1頁単位の読み切りを原則としているの
で，どこからでも読めます．

● これまで解剖学に悩まされてきた医学生，
コメディカルに必携の1冊．

● 改訂を重ね，ポイントがさらにわかりやす
く，見やすくなりました．

オールカラーになって大改訂！

372　　第Ⅳ章　内臓系

胃から肛門まで　

大腸について

【大腸とは】
　大腸 large intestine は，回盲口 ileocaecal orifice において回腸から連なる長さ約 1.5m の腸管

で，盲腸 caecum，結腸 colon，直腸 rectum，肛門 anus に区分される．結腸はさらに 4 部に分

けられ，上行結腸 ascending colon，横行結腸 transverse colon，下行結腸 descending colon，

S状結腸 sigmoid colon を区別する．　上行結腸は右腸骨窩 right iliac fossa（右腸骨翼の前）から上行，右結腸曲
 thgir ）曲腸結肝（ 

colic flexure で横行結腸に移行する．横行結腸は結腸の中で最も長く（40～50cm），左結腸曲 脾（ 

結腸曲）left colic flexure で下行結腸に続く．横行結腸は，ほぼ全長が横行結腸間膜 transverse 

mesocolon によって後腹壁から吊られており，左結腸曲も腹膜のヒダ（横隔結腸ヒダ phrenicocolic 

lig.）によって横隔膜と連結している．下行結腸は結腸の中で最も細く，左腸骨窩 left iliac fossa 

で S 状結腸に移行し，さらに第 3 仙椎レベルで直腸に移行する．結腸のうち，上行結腸と下行結

腸は後腹壁に接しており，結腸間膜 mesocolon をもたない．　大腸の機能を大まかにいうと，①水分の吸収による糞便の形成と排泄，②腸内常在菌による発酵，

③粘液分泌による糞便の中和，の 3 つである．一般に大腸における栄養素の吸収能力は低いが，

アミノ酸などは吸収される．滋養浣腸や坐薬などはこの大腸の吸収能を利用しているのである．

ユニークなイラ
ストと解説で驚

くほど

面白く解剖学が
理解できます！


